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は
じ
め
に

本
書
で
取
り
上
げ
た
書
籍
の
性
格
を
一
言
で
い
う
と
し
た
ら
、
広
い
意
味
で
「
社
会
教
育
本
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
筆
者

は
、
大
学
で
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
関
し
て
の
講
義
・
演
習
を
36
年
間
担
当
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
社
会
教
育
に
関
す
る
各

種
調
査
を
実
施
し
、
実
証
研
究
を
進
め
る
一
方
、
社
会
教
育
と
そ
の
周
辺
領
域
の
研
究
者
が
著
し
た
書
籍
・
論
文
を
読
み
込

み
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
き
た
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
書
籍
の
中
で
、
と
く
に
筆
者
が
興
味
を
も
っ
て
読
み
、
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
も
の
に
つ
い

て
筆
者
な
り
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
上
で
、
こ
れ
を
広
く
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
た
。
体
裁
は
「
書
評
」
の
形
式
と

し
た
。
そ
し
て
で
き
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
以
下
、
筆
者
を
「
評
者
」、
取
り
上
げ
た
書
籍
の
著
者
を
「
著
者
」
と
表
記
す
る

こ
と
に
す
る
。

評
者
は
こ
れ
ま
で
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
、
及
び
そ
の
関
連
領
域
の
単
行
本
に
つ
い
て
機
関
誌
等
に
書
評
を
書
く
機
会
が

あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
書
評
は
、
機
関
誌
の
編
集
者
か
ら
書
籍
名
を
指
定
し
て
書
評
の
依
頼
を
受
け
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。
し
か
し
本
書
で
書
評
の
対
象
と
し
た
書
籍
は
、
す
べ
て
評
者
自
身
が
選
ん
だ
も
の
で
、
い
ず
れ
も
記
述
・
分
析
の
水

準
が
高
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
世
間
一
般
で
多
く
見
ら
れ
る
書
評
の
ス
タ
イ
ル
で
は
、
著
作
の
批
判
や
評
価
に
重
き
を
置

く
も
の
が
多
い
が
、
本
書
は
む
し
ろ
、
取
り
上
げ
た
著
作
の
ど
の
点
が
優
れ
、
読
み
応
え
が
あ
っ
た
か
を
評
者
な
り
に
読
者
に

伝
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
。

i はじめに



本
書
で
取
り
上
げ
る
書
籍
に
つ
い
て
、
二
つ
の
基
準
を
設
け
た
。
一
つ
は
、
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
に
関
す
る
書
籍
に

加
え
て
、
必
ず
し
も
社
会
教
育
に
つ
い
て
の
書
籍
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
社
会
教
育
に
と
っ
て
き
わ
め
て
示
唆
的
な
書
籍
。

二
つ
に
は
、
刊
行
年
が
比
較
的
新
し
い
も
の
。

本
書
で
書
評
の
対
象
と
し
た
書
籍
は
、
評
者
が
書
評
を
思
い
立
っ
た
⚒
⚐
⚐
⚖
年
か
ら
⚒
⚐
⚒
⚐
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
14

冊
で
あ
る
。
評
者
は
、
対
象
本
発
刊
時
か
ら
⚑
、
⚒
年
の
う
ち
に
書
評
を
書
き
、
そ
の
都
度
、
研
究
誌
（
⚒
⚖
⚕
頁
参
照
）
に

発
表
し
て
き
た
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
書
評
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
載
せ
て
い
る
。

本
書
収
録
の
書
評
の
多
く
で
は
、
対
象
本
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
い
要
約
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
評
者
が
そ
の
本
を
ど

の
よ
う
に
読
み
込
ん
だ
か
を
示
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
執
筆
意
図
を
よ
く
表
し
て
い
る
箇
所
、
対
象
本
の
理

解
に
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
選
ん
で
要
約
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、
要
約
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
で
き
る
だ
け
引
用
す
る
よ
う
に
し
た
。
本
書
の
読
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
に
実
際
に
当
た
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
対
象
本
の
要
約
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

以
下
の
目
次
に
は
本
書
で
取
り
上
げ
た
書
籍
の
書
籍
名
、
著
者
名
、
発
行
所
、
発
行
年
（
発
行
年
順
）、
及
び
概
要
を
示
し

た
。
読
者
の
関
心
の
高
い
も
の
か
ら
先
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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社
会
教
育
の
魅
力
を
伝
え
る
読
書
案
内

好
著
を
読
み
解
く

目
次



は
じ
め
に

ⅰ

Ⅰ
『
生
涯
学
習
論
の
探
究

交
流
・
解
放
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
…
…
1

松
岡
廣
路
［
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚐
⚖
年

▼
フ
レ
イ
レ
の
教
育
論
を
下
敷
き
に
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
市
民
に
よ
る
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た
な
社

会
教
育
の
在
り
方
を
さ
ぐ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
の
予
期
せ
ぬ
出
会
い
に
よ
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学

習
」
の
可
能
性
を
説
く
。
ま
た
、
人
権
学
習
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

Ⅱ
『
お
と
な
の
学
び
の
行
動
学
』
…
…
7

藤
岡
英
雄
［
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚐
⚕
年
（
第
⚑
部
）
／
⚒
⚐
⚐
⚘
年
（
第
⚒
部
）

▼
ラ
ジ
オ
の
教
養
講
座
や
語
学
講
座
は
大
人
の
学
習
機
会
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
テ
レ
ビ
の
普
及
で

講
座
は
一
層
充
実
し
た
。
単
行
本
で
も
教
科
書
で
も
な
い
「
放
送
テ
キ
ス
ト
」
が
学
習
を
後
押
し
し
た
。
講
座
番
組
の

変
遷
の
ほ
か
、
娯
楽
と
教
養
が
合
わ
さ
っ
た
「
ク
イ
ズ
番
組
」
の
出
現
に
も
触
れ
る
。

Ⅲ
『
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
ロ
ン

通
信
教
育
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
…
…
16

佐
藤
卓
巳
・
井
上
義
和
［
編
著
］
新
曜
社
・
⚒
⚐
⚐
⚘
年

▼
戦
後
、
ラ
ジ
オ
の
修
理
・
製
作
に
関
す
る
講
座
な
ど
、
資
格
に
関
係
し
な
い
社
会
通
信
教
育
が
普
及
し
た
。
そ
の

後
、「
英
検
」
な
ど
、
通
信
教
育
受
講
後
に
技
能
検
定
を
受
け
資
格
を
得
る
制
度
が
生
ま
れ
た
。
今
後
、
通
信
教
育
が

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
中
心
に
拡
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、「
正
規
教
育
」
と
し
て
の
認
知
が
課
題
と
な
る
。
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Ⅳ
『
地
域
で
創
る
学
び
の
シ
ス
テ
ム

淡
海
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
の
挑
戦
』
…
…
31

住
岡
英
毅
・
梅
田
修
・
神
部
純
一
［
著
］
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
⚒
⚐
⚐
⚙
年

▼
地
域
で
自
前
の
学
び
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
と
い
う
社
会
実
験
。
滋
賀
県
と
滋
賀
大
学
が
連
携
の
中
心
と
な
り
、

「
淡お

海う
み

生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
」
を
設
立
。
受
講
者
は
「
問
題
発
見
」
→
「
実
験
実
習
」
→
「
理
論
学
習
」
と
進
む
。
講

座
修
了
後
に
滋
賀
大
学
が
独
自
に
制
度
化
し
た
「
環
境
学
習
支
援
士
」
へ
の
道
を
設
け
る
。

Ⅴ
『
近
代
日
本
に
お
け
る
読
書
と
社
会
教
育

図
書
館
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動
の
成
立
と
展
開
』
…
…
45

山
梨
あ
や
［
著
］
法
政
大
学
出
版
局
・
⚒
⚐
⚑
⚑
年

▼
戦
後
の
女
性
の
読
書
活
動
の
展
開
を
長
野
県
下
伊
那
地
方
の
農
村
を
例
に
と
っ
て
詳
述
。「
読
書
会
」
や
「
巡
回
文

庫
」
を
通
じ
て
女
性
が
読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
己
教
育
を
進
め
て
い
く
。
当
時
の
読
書
活
動
指
導
者
の
熱
意
、

女
性
が
因
習
の
中
で
読
書
会
に
参
加
す
る
こ
と
の
戸
惑
い
な
ど
、
実
例
が
豊
富
で
あ
る
。

Ⅵ
『
教
育
老
年
学
と
高
齢
者
学
習
』
…
…
62

堀
薫
夫
［
編
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚑
⚒
年

▼
高
齢
者
の
学
習
に
つ
い
て
理
論
の
系
譜
と
実
践
例
の
紹
介
・
分
析
が
主
な
内
容
。
著
者
は
「
教
育
老
年
学
」（
エ
イ

ジ
ン
グ
と
生
涯
学
習
の
対
話
の
学
問
）
の
構
築
を
め
ざ
す
。
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
よ
る
高
齢
者
大
学
、
図
書
館
の

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
向
け
大
学
開
放
な
ど
の
実
例
が
示
さ
れ
る
。
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Ⅶ
『
渋
沢
敬
三
と
今
和
次
郎

博
物
館
的
想
像
力
の
近
代
』
…
…
85

丸
山
泰
明
［
著
］
青
弓
社
・
⚒
⚐
⚑
⚓
年

▼
渋
沢
栄
一
の
孫
で
実
業
家
の
渋
沢
敬
三
と
民
俗
学
者
・
今
和
次
郎
の
不
思
議
な
出
会
い
。
渋
沢
に
よ
る
ア
チ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
（
ア
チ
ッ
ク
は
屋
根
裏
の
意
）
と
日
本
民
俗
博
物
館
の
設
置
な
ど
。
今
は
渋
沢
を
研
究
と
実
践
面
で
支
え

る
。
民
具
の
収
集
と
民
家
の
保
存
を
通
じ
て
、
人
々
の
く
ら
し
・
文
化
の
豊
か
さ
が
示
さ
れ
る
。

Ⅷ
『
座
談
の
思
想
』
…
…
106

鶴
見
太
郎
［
著
］
新
潮
社
・
⚒
⚐
⚑
⚓
年

▼
近
現
代
の
思
想
家
に
よ
る
座
談
会
の
記
録
を
も
と
に
「
座
談
」
の
独
自
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。「
雑
談
」
も
同

様
で
、
自
在
に
会
話
を
交
わ
す
中
で
話
し
手
の
口
が
自
然
に
ほ
ぐ
れ
て
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
て
く
る
。「
座
談
」

の
妙
は
、
社
会
教
育
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
話
し
合
い
学
習
」
の
生
か
し
方
に
直
結
す
る
。

Ⅸ
『
戦
後
日
本
に
お
け
る
地
域
教
育
計
画
論
の
研
究

矢
口
新
の
構
想
と
実
践
』
…
…
125

越
川
求
［
著
］
す
ず
さ
わ
書
店
・
⚒
⚐
⚑
⚔
年

▼
戦
後
の
新
教
育
の
動
き
の
中
で
、
矢
口
新
は
「
地
域
教
育
計
画
」
の
構
想
を
も
っ
て
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
・
学
校

で
実
践
を
試
み
た
。
地
域
の
改
善
に
つ
な
が
る
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
、
地
域
の
産
業
・
経
済
の
要
請
を
἞
ん

だ
高
校
教
育
体
制
づ
く
り
な
ど
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を
主
題
と
し
た
改
革
を
進
め
た
。
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Ⅹ
『
復
興
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

語
り
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
作
り
伝
え
る
〝
く
じ
ら
ま
ち
〟』
…
…
149

加
藤
幸
治
［
著
］
社
会
評
論
社
・
⚒
⚐
⚑
⚗
年

▼
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
約
⚖
年
間
に
わ
た
る
著
者
に
よ
る
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
と
そ
れ
を
通
し
て
え
た

被
災
地
・
鮎
川
浜
の
人
々
と
の
関
わ
り
。
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
民
具
等
は
「
移
動
博
物
館
」
で
展
示
さ
れ
、
被
災
地
の

人
々
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
思
い
を
語
っ
た
。
文
化
財
は
「
よ
り
良
い
復
興
」
に
と
っ
て
重
要
と
。

Ⅺ
『「
働
く
青
年
」
と
教
養
の
戦
後
史

「
人
生
雑
誌
」
と
読
者
の
ゆ
く
え
』
…
…
173

福
間
良
明
［
著
］
筑
摩
書
房
・
⚒
⚐
⚑
⚗
年

▼
大
正
期
か
ら
⚑
⚙
⚖
⚐
年
代
に
か
け
て
、
主
に
働
く
若
者
を
対
象
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
人
生
雑
誌
『
葦
』『
人
生
手

帳
』
の
誌
面
の
変
遷
を
通
し
て
、
当
時
の
若
者
の
意
識
と
社
会
状
況
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
人
生
雑
誌
は
、
家

計
困
難
等
に
よ
り
進
学
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
働
く
若
者
の
鬱
屈
を
受
け
止
め
た
。

Ⅻ
『
博
物
館
と
地
方
再
生

市
民
・
自
治
体
・
企
業
・
地
域
と
の
連
携
』
…
…
194

金
山
喜
昭
［
著
］
同
成
社
・
⚒
⚐
⚑
⚗
年

▼
公
の
施
設
に
関
す
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
博
物
館
経
営
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
治

体
直
営
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
指
定
管
理
館
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
・
課
題
を
整
理
す
る
。
全
国
各
地
の
博
物
館
の
先
進
的
事
例
を
紹

介
し
、
目
指
す
博
物
館
像
と
し
て
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
博
物
館
」
を
挙
げ
る
。
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ⅩⅢ
『
近
代
日
本
の
生
活
改
善
運
動
と
〈
中
流
〉
の
変
容

社
会
教
育
の
対
象
／

主
体
へ
の
認
識
を
め
ぐ
る
歴
史
的
考
察
』
…
…
226

久
井
英
輔
［
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚑
⚙
年

▼
大
正
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
生
活
改
善
』『
文
化
生
活
』『
婦
人
公
論
』『
主
婦
の
友
』
な
ど
の
婦
人
雑
誌
を
通
じ
て
行

わ
れ
た
生
活
改
善
運
動
の
実
際
を
明
ら
か
に
す
る
。
当
時
の
婦
人
雑
誌
は
主
な
読
者
で
あ
る
中
流
層
の
女
性
に
生
活
改

善
の
主
導
的
役
割
を
期
待
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
。

ⅩⅣ
『
近
代
日
本
の
大
学
拡
張

「
開
か
れ
た
大
学
」
へ
の
挑
戦
』
…
…
243

山
本
珠
美
［
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚒
⚐
年

▼
明
治
初
期
か
ら
戦
後
の
新
制
大
学
誕
生
あ
た
り
ま
で
の
「
大
学
拡
張
」
の
歴
史
を
記
述
・
分
析
し
た
も
の
。
当
初
は

学
術
を
一
般
人
に
や
さ
し
く
解
説
す
る
と
い
う
意
図
で
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
後
に
専
門
性
の
高
い
講
演
会
・
講
習
会
も

生
ま
れ
た
。
大
学
拡
張
の
歴
史
は
、
通
俗
性
と
専
門
性
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
る
歴
史
で
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
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Ⅰ
『
生
涯
学
習
論
の
探
究

交
流
・
解
放
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

松
岡
廣
路
［
著
］
学
文
社
・
⚒
⚐
⚐
⚖
年

は
じ
め
に

本
書
は
、
著
者
・
松
岡
廣こ
う

路じ

氏
が
こ
れ
ま
で
書
い
た
論
考
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
ま
と
め
ら
れ
、
⚒
⚐
⚐
⚖
（
平

成
18
）
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
論
考
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
念
頭
に
お
い
た
の
は
「
解
放
・
交
流
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
三
つ
の
要
素
を
中
核
と
す
る
も
の
と
し
て
生
涯
学
習
論
は
構
想
し
え
る
の
で
は
な
い
か
」（
⚗
頁
）
と
い
う

思
い
だ
っ
た
。
著
者
は
、
パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
（
Freire,P.）
の
教
育
論
に
精
通
し
、
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
上
の
⚓
要

素
の
最
初
に
「
解
放
」
を
位
置
づ
け
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
著
者
は
冒
頭
で
こ
の
よ
う
に
前
置
き
し
て
い
る
。「
つ
ね
に
フ

レ
イ
レ
の
教
育
論
を
筆
者
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
本
書
を
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

評
者
は
、
教
育
社
会
学
を
基
礎
に
し
て
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
制
度
、
事
業
、
方
法
の
分
野
に
つ
い
て
細
々
と
研
究
を

し
て
い
る
。
研
究
の
視
点
や
方
法
論
が
異
な
る
著
者
の
本
論
考
に
は
、
大
い
に
う
な
ず
き
、
ま
た
、
し
ば
ら
く
考
え
込
む
と

い
っ
た
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
精
読
の
折
に
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
以
下
に
記
し
て
著
書
へ
の
評
と
し
た
い
。
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⚑
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
」
へ
の
注
目

本
書
が
問
題
提
起
し
て
い
る
事
柄
の
な
か
で
も
っ
と
も
基
幹
的
な
も
の
は
、
社
会
教
育
論
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
つ

い
て
で
あ
ろ
う
。

旧
来
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
転
換
は
容
易
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
社

会
教
育
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
る
。
著
者
が
考
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を
も
っ
と
も
端
的
に
示
し
て
い

る
の
は
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。「
一
定
の
制
度
化
の
進
ん
だ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
と
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
の
比
較
に
お
い

て
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
関
係
を
問
う
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
潜
在
的
・
顕
在
的
な
『
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』
を
視
野
の
外
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、『
学
校
教
育
と
社
会
教
育
』
の
視
点
の
問
い
直
し
を
不
徹
底
な
も
の

に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
野
な
く
し
て
は
、
制
度
化
さ
れ
た
教

育
の
内
部
だ
け
で
の
改
革
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、『
学
習
者
中
心
の
学
習
活
動
の
組
織
化
』
は
達
成
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」

（
27
頁
）。

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
関
わ
っ
て
著
者
が
フ
レ
イ
レ
に
言
及
す
る
の
は
「
銀
行
型
教
育
」
と
「
課
題
提
起
教
育
」
の
概
念
に
つ

い
て
で
あ
る
。
前
者
は
「
生
徒
を
銀
行
、
教
師
を
預
金
者
に
見
立
て
、
知
識
や
技
術
を
あ
た
か
も
お
金
の
よ
う
に
教
師
が
自
由

に
出
し
入
れ
す
る
近
代
学
校
の
教
育
行
為
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
学
習
者
を
取
り
巻
く
問
題
や
課
題
を
中
心
に
据
え
て
教
師
と

生
徒
が
対
話
を
行
う
な
か
で
、『
教
師
で
あ
る
と
同
時
に
生
徒
で
あ
る
よ
う
な
教
師
と
、
生
徒
で
あ
る
と
同
時
に
教
師
で
あ
る

よ
う
な
生
徒
』
と
い
う
主
客
二
元
論
を
超
越
し
た
人
間
関
係
を
生
み
出
す
教
育
」
で
あ
る
（
28
頁
）。

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
定
義
や
特
徴
に
つ
い
て
、
著
者
自
身
に
よ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
文
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脈
か
ら
見
て
、
フ
レ
イ
レ
が
い
う
対
話
中
心
の
「
課
題
提
起
教
育
」
が
原
型
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

著
者
の
本
意
は
本
書
の
最
後
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
今
、
よ
う
や
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

の
入
り
口
に
立
っ
た
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
は
、
そ
れ
自
体
が
生
涯
学
習
論
に

お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
も
い
え
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ま
た
は
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
を
補
完
す

る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
捉
え
方
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化

さ
せ
、
補
完
す
る
も
の
こ
そ
が
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
で
あ
る
、
と
い
う
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
」

（
⚒
⚒
⚙
頁
）

上
の
引
用
文
の
あ
と
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
視
点
は
、
ど
う
や
ら
曖
昧
と
し
た
『
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
』
と
い
う
言
葉
の
な
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」。
評
者
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
の

概
念
は
、
生
涯
学
習
の
展
開
過
程
の
分
析
で
は
キ
ー
と
な
る
も
の
で
、
ぜ
ひ
輪
郭
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
こ
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
偶
発
的
学
習
」（
incidentallearning）
を
次
の
学
習
に
ど
う
水
路
づ
け
る
か
に
つ
い
て
の
見
解
も

知
り
た
い
。
本
書
で
は
、
大
阪
市
や
長
野
県
諏
訪
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
活
動
分
析
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
」
と
い
う
概
念
は
分
析
の
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
で
の
事
例
の
分
析
そ
の
も
の

は
興
味
深
い
の
だ
が
、
本
書
全
体
と
し
て
の
分
析
枠
組
み
が
も
っ
と
整
理
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

⚒

Ｎ
Ｐ
Ｏ
時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

生
涯
学
習
の
新
し
い
支
援
組
織
の
構
想
と
し
て
、
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
現
実
的
で
あ

り
、
生
涯
学
習
領
域
に
お
い
て
「
新
し
い
公
共
」
の
視
点
を
導
入
す
る
と
い
う
意
義
に
も
沿
っ
て
い
る
。
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⚒
⚐
⚐
⚔
（
平
成
16
）
年
⚓
月
に
出
さ
れ
た
中
教
審
生
涯
学
習
分
科
会
の
審
議
経
過
の
報
告
で
、「
新
し
い
公
共
」
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
ま
で
の
、
と
も
す
れ
ば
行
政
に
依
存
し
が
ち
な
発
想
を
転
換
し
、
個
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団

体
が
社
会
の
形
成
に
主
体
的
に
参
加
し
、
互
い
に
支
え
合
い
、
協
力
し
合
う
と
い
う
互
恵
の
精
神
に
基
づ
く
、
新
し
い
「
公

共
」
の
観
点
に
視
点
を
向
け
る
こ
と
が
必
要
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
記
述
で
は
、「
新
し
い
公
共
」
に
つ
い
て
の
性
格

づ
け
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
肝
心
な
「
新
し
い
公
共
」
そ
の
も
の
の
規
定
は
な
い
。
行
政
に
よ
る
一
元
的
な
「
公
共
」
観

を
放
棄
し
、
民
間
を
含
め
、
何
が
「
公
共
」
な
の
か
を
改
め
て
問
い
直
す
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
新
し
い
公
共
」

の
担
い
手
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

著
者
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
抜
き
に
は
、
生
涯
学
習
支
援
の
あ
り
よ
う
を
語
れ
な
い
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
」
と
認
識
し
て
い

る
。
著
者
の
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
第
二
の
社
会
教
育
推
進
機
関
と

認
知
し
、
社
会
教
育
行
政
あ
る
い
は
民
間
教
育
文
化
産
業
と
の
連
携
を
構
想
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
⚑
⚒
⚔
頁
）。

こ
こ
ま
で
は
、
評
者
は
首
肯
で
き
る
の
だ
が
、
著
者
が
期
待
す
る
中
間
支
援
組
織
（
interm
ediary）
の
役
割
に
つ
い
て
は
い

さ
さ
か
疑
問
を
も
つ
。
著
者
は
中
間
支
援
組
織
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
活
動
団
体
を
育
成
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
卜
（
孵
化
）
機
能
も

も
っ
て
お
り
、
社
会
教
育
行
政
の
主
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
社
会
教
育
団
体
・
組
織
の
育
成
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
い

う
（
⚑
⚒
⚓
頁
）。
た
し
か
に
実
際
、
個
別
の
中
間
支
援
組
織
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
育
成
」
を
掲
げ
て
い
る

し
、
行
政
も
中
間
支
援
組
織
に
「
育
成
」
の
役
割
を
期
待
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
中
間

支
援
組
織
の
こ
の
よ
う
な
役
割
観
を
歓
迎
し
な
い
向
き
も
あ
る
。
個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
間
支
援
組
織
に
期
待
す
る
も
の
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
求
め
に
応
じ
て
提
供
さ
れ
る
「
連
絡
」「
助
言
」「
授
助
」
の
機
能
（「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
別
表
⑲
）
で
あ
る
と
も
い

え
る
。
個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
中
間
支
援
組
織
が
提
供
す
る
上
記
の
機
能
を
時
と
し
て
期
待
し
な
い
し
、
個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
ら
が
事
業
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展
開
の
過
程
で
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
す
れ
ば
、
中
間
支
援
組
織
は

「
う
っ
と
お
し
い
」
存
在
で
あ
り
、
行
政
と
中
間
支
援
組
織
の
関
係
は
「
デ
キ
て
い
る
」
関
係
に
映
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

中
間
支
援
組
織
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
現
状
に
照
ら
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
判
断
を
誤
る
と
、
著
者
が
危
倶

す
る
よ
う
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
政
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
底
部
に
位
置
し
管
理
の
対
象
と
な
る
」（
⚑
⚒
⚕
頁
）
よ
う
な
、
行
政

中
間

支
援
組
織

個
別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
構
図
を
生
み
か
ね
な
い
。
ま
た
「
規
模
が
大
き
く
安
定
し
た
」
中
間
支
援
組
織
は
、
今
日
の
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
先
例
と
し
て
、
マ
ン
ネ
リ
、
腐
敗
、
不
正
を
招
き
か
ね
な
い
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
を

抱
え
こ
む
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。

⚓
「
交
流
」
と
「
解
放
」

著
者
が
生
涯
学
習
論
で
重
要
な
要
素
と
位
置
づ
け
る
「
交
流
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
示
さ
れ
る
事
例
研
究
の
中
で
具
体
的

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
構
想
す
る
、
交
流
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
学
び
の
世
界
は
、
端
的
に
著
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

著
者
は
、
経
験
を
踏
ま
え
て
「
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
歓
迎
し
て
い
た
福
祉
施
設
が
、
徐
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
責
任
と
専
門
性
を
要
求
し
は
じ
め
る
」
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
否
応
な
く
特
定
の
意
味
を
付
与
さ
れ
た
形
で
社
会
の
な
か
に
再
定
置
さ
れ
、『
自
由
で
あ
る
と
と
も
に
、

社
会
的
規
範
を
伴
っ
た
活
動
』
と
い
う
矛
盾
す
る
存
在
へ
と
変
質
す
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
（
43
頁
）。
著
者
が

主
張
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
学
習
の
場
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
規
範
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
は
活

動
の
場
で
の
学
習
の
可
能
性
を
制
限
す
る
も
の
に
み
え
る
。
評
者
は
、
こ
れ
は
卓
見
だ
と
思
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
で
の
学
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お
わ
り
に

本
書
で
取
り
上
げ
た
書
籍
は
基
本
的
に
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
を
含
め
、
広
く
社
会
教
育
に
関
連
し
た
書
籍
で
あ
る
。

評
者
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
教
育
の
中
で
も
公
民
館
事
業
を
中
心
に
調
査
・
研
究
し
て
き
た
の
で
、
図
書
館
や
博
物
館
関
連
の
知

識
は
か
な
り
手
薄
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
点
、
本
書
で
図
書
館
・
博
物
館
関
連
の
書
籍
の
「
書
評
」
を
す
る
こ
と
は
お

こ
が
ま
し
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
と
お
り
で
弁
解
で
き
な
い
。
が
、
現
行
の
社
会
教
育
法
制
を
念
頭
に
社
会
教
育
を
全
体
と

し
て
み
る
と
き
、
書
評
の
た
め
の
書
籍
選
び
で
は
公
民
館
・
図
書
館
・
博
物
館
の
ど
の
領
域
も
目
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
思
い
が
強
く
、
あ
え
て
図
書
館
・
博
物
館
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
。
そ
の
判
断
に
つ
い
て
、
読
者
に
は
寛
大
な
目
で
み
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
書
の
最
後
に
、
書
評
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
評
者
が
大
学
に
職
を
得
て
社
会
教
育
の
調
査
・
研
究
に
積
極
的
に
取
り

組
み
始
め
た
⚑
⚙
⚘
⚐
年
代
か
ら
今
日
ま
で
の
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
多
少
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

筆
者
の
手
元
に
『
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
実
践
用
語
解
説
』（
財
団
法
人
全
日
本
社
会
教
育
連
合
会
発
行
、
⚒
⚐
⚐
⚒
年
）
と
い

う
小
ぶ
り
の
本
が
あ
る
。
編
著
者
は
伊
藤
俊
夫
氏
。
伊
藤
氏
は
、
大
学
卒
業
後
、
地
元
群
馬
県
の
公
民
館
主
事
を
経
て
旧
文
部

省
に
入
職
し
社
会
教
育
課
長
等
の
役
職
に
つ
い
た
。
定
年
後
は
東
京
家
政
大
学
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
。
社
会
教
育
の
現

場
、
社
会
教
育
行
政
、
教
育
・
研
究
職
と
い
う
社
会
教
育
に
関
す
る
幅
広
い
経
歴
か
ら
し
て
、
こ
の
標
題
の
本
の
編
者
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物
と
思
わ
れ
る
。
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当
書
に
収
録
さ
れ
た
項
目
を
順
に
追
っ
て
い
く
と
懐
か
し
い
用
語
が
い
く
つ
か
目
に
つ
い
た
。「
学
習
メ
ニ
ュ
ー
方
式
」「
生

涯
学
習
パ
ス
ポ
ー
ト
」「
地
域
学
」（
実
際
は
地
域
の
名
称
を
つ
け
て
「
〇
〇
学
」
と
称
す
る
）「
出
前
講
座
」「
人
材
バ
ン
ク
」
と

い
っ
た
事
業
名
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
現
代
的
課
題
」「
熟
議
」「
学
社
融
合
」
な
ど
の
用
語
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
社
会
教
育
の

現
場
や
行
政
で
取
り
組
ん
だ
事
業
で
あ
っ
た
り
、
社
会
教
育
の
「
あ
り
方
」
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
そ
れ
ら
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
感
触
で
は
、
事
業
と
し
て
消
滅
し
た
も
の
が
少
な
く
な
く
、
話
題
に
も
上
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
臨
時
教
育
審
議
会
の
第
⚒
次
答
申
（
⚑
⚙
⚘
⚖
年
）
で
「
不
易
と
流
行
」
が
い
わ
れ
た
。「
不
易
」
と
は
時
代
を
通
し

て
変
わ
ら
な
い
価
値
、「
流
行
」
と
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
価
値
で
あ
る
。「
流
行
」
は
「
流
行
」
と
し
て
の

意
味
が
あ
る
が
、
上
に
挙
げ
た
用
語
が
示
す
取
り
組
み
は
ど
れ
も
「
流
行
」
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
た
だ
単
に
、
世
間
で
い

う
「
は
や
り
・
す
た
り
」
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
ら
の
用
語
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
社
会
教
育
事
業
の
展
開
の
足
跡
を
み
る
こ
と
は
で
き
る
。

そ
れ
ら
が
も
は
や
「
過
去
の
も
の
」
で
あ
る
な
ら
、
継
続
し
な
い
（
あ
る
い
は
継
続
で
き
な
か
っ
た
）
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
。

「
過
去
の
も
の
」
と
な
っ
た
事
柄
の
時
代
的
意
義
・
役
割
に
つ
い
て
、
検
証
と
評
価
の
作
業
は
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
。

伊
藤
編
の
『
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
実
践
用
語
解
説
』
の
ペ
ー
ジ
を
ず
っ
と
め
く
っ
て
い
く
と
、「
実
践
用
語
」
と
は
思
え

な
い
用
語
が
目
に
つ
い
た
。
中
で
も
二
つ
の
用
語
「
た
だ
酒
」
と
「
白
鳥
Ἑ
花
に
入
る
」
に
は
目
を
引
か
れ
た
。
た
ぶ
ん
伊
藤

氏
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
「
実
践
用
語
」
の
中
に
割
り
込
ま
せ
た
か
、
あ
る
い
は
編
者
と
し
て
の
責
任
で
埋
め
草
と
し
て

入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
魅
力
的
な
「
用
語
」
に
も
思
え
る
。

伊
藤
氏
の
用
語
解
説
に
よ
れ
ば
、「
た
だ
酒
」
と
は
「
自
分
の
懐
を
痛
め
ず
に
他
者
の
金
で
飲
む
酒
」
で
あ
り
、「
気
苦
労
す
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る
社
会
教
育
団
体
や
町
内
会
な
ど
の
役
職
員
が
そ
の
対
価
と
し
て
組
織
の
経
費
で
慰
労
の
酒
を
飲
む
悪
習
が
あ
っ
た
」
と
す

る
。
い
ま
思
え
ば
た
し
か
に
「
た
だ
酒
」
は
「
悪
習
」
と
い
え
よ
う
が
、
戦
後
、
地
域
で
の
社
会
教
育
の
発
展
を
力
強
く
支
え

た
の
が
社
会
教
育
団
体
・
青
年
団
体
等
の
有
志
だ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。「『
た
だ
酒
社
会
教
育
』
の
時
代
」
の
実
相
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
う
。

「
白
鳥
Ἑ
花
に
入
る
」
が
実
践
用
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
違
和
感
を
も
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
正
・
昭
和
の
小
説
家
で

あ
り
社
会
教
育
者
で
も
あ
っ
た
下
村
湖
人
が
『
次
郎
物
語
』
の
中
で
青
年
指
導
者
の
在
り
方
を
説
い
た
一
節
に
出
て
く
る
言
葉

で
、
当
時
の
社
会
教
育
指
導
者
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
践
用
語
と
し
て
お
か
し
く
な
い
こ
と
と

思
い
直
し
た
。

『
次
郎
物
語
』
第
⚓
部
に
は
こ
う
あ
る
。「
真
白
な
鳥
が
真
白
い
Ἑ
原
の
中
に
舞
い
込
む
。
す
る
と
、
そ
の
姿
は
見
え
な
く
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
羽
風
の
た
め
に
、
今
ま
で
眠
っ
て
い
た
Ἑ
原
が
一
面
に
そ
よ
ぎ
出
す
」。
こ
の
白
鳥
の
よ
う
に
、
社
会
教

育
の
指
導
者
は
、
目
立
た
ず
と
も
地
域
や
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
仰
に
旗
を
振
っ
て
人
を
動
か
そ
う
と
す

る
の
は
指
導
者
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
、
と
伊
藤
氏
は
説
く
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
実
践
者
が
心
に
描
い
た
指
導
者
の
美

学
の
一
つ
の
典
型
が
「
白
鳥
入
Ἑ
花
」（「
白
鳥
入
葦
花
」）
の
用
語
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

伊
藤
編
の
実
践
用
語
集
は
、
評
者
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
過
去
に
存
在
し
た
制
度
や
実
践
に
つ
い
て
思
い
を
新
た
に
す
る
の

に
大
い
に
役
立
っ
た
（
⚒
⚐
⚒
⚑
年
、
伊
藤
俊
夫
氏
逝
去
）。

現
在
、
社
会
教
育
の
実
践
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
ど
の
地
域
指
導
者
が
活
躍
し

て
お
り
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
に
制
度
化
さ
れ
た
「
社
会
教
育
士
」
の
資
格
も
そ
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
も
の
に
な
る
と
期
待
さ
れ

る
。
月
刊
雑
誌
『
社
会
教
育
』（
企
画
・
全
日
本
社
会
教
育
連
合
会
）
の
毎
号
の
誌
面
に
は
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
で
の
優
れ
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た
実
践
例
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
地
域
で
の
実
践
者
の
頑
張
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

し
か
し
一
方
で
、
現
実
の
社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
削
減
、
職
員
の
減
員
、
施
設
管
理
の
集
約
な
ど
の
動
き
が

続
き
、
社
会
教
育
事
業
の
発
展
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
も
み
て
と
れ
る
。

一
例
と
し
て
、
評
者
が
住
ん
で
い
る
市
の
社
会
教
育
事
業
の
実
際
を
み
る
と
、
市
全
体
で
は
、
市
民
大
学
、
教
養
セ
ミ

ナ
ー
、
資
格
・
技
能
養
成
講
座
、
子
ど
も
・
親
子
学
習
講
座
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
各
公
民
館
で
は
主
催
の
学
級
・
講
座

は
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
が
一
般
市
民
に
呼
び
掛
け
る
講
習
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

サ
ー
ク
ル
も
、
市
民
主
体
の
運
営
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
に
、
講
師
主
導
の
私
塾
的
運
営
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
散
見
で
き

る
。
公
民
館
事
業
の
実
態
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
る
施
設
利
用
、
言
い
換
え
れ
ば
、
貸
館
事
業
が
主
な
事
業
と
い
え

る
。社

会
教
育
施
設
が
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
社
会
教
育
施
設
で
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

必
ず
し
も
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
公
民
館
で
あ
っ
て
も
い
い
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
主
管
が
教
育
委
員
会
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、
首
長
部
局
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

今
日
、
市
民
が
単
に
知
識
を
得
る
た
め
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

容
易
に
、
か
つ
広
範
囲
に
、
そ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
。
ま
た
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
何
を
知
り
た
い
か
を
定
め
、

そ
の
た
め
の
情
報
収
集
と
分
析
を
通
じ
て
知
識
を
獲
得
し
て
い
く
「
探
求
学
習
」
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
教
育
が
功
を
奏

す
れ
ば
、
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
彼
ら
が
独
自
に
、
以
前
に
倍
増
し
て
広
く
学
習
の
機
会
を
と
ら
え
て
知
識
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
、
社
会
教
育
行
政
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
学
習
の
機
会
が
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
べ
き
か
、
公
民
館
等
の
施
設
の
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
備
え
る
も
の
に
な
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
判
断
を
迫
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

社
会
教
育
関
連
の
書
籍
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
く
の
場
合
、
社
会
教
育
の
状
況
が
活
発
に
動
い
て
い
る
と
き
、
と
く
に
そ
の

動
き
が
何
ら
か
の
社
会
的
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
と
著
者
が
思
え
る
と
き
に
、
著
作
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
今

日
、
市
民
を
め
ぐ
る
学
習
環
境
の
な
か
に
占
め
る
社
会
教
育
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
社
会
教
育
が
め
ざ
す
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

見
え
づ
ら
い
状
況
で
、
研
究
者
や
実
践
家
が
著
作
の
意
欲
を
持
ち
続
け
る
の
は
容
易
で
な
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
一
定
数
、
社
会
教
育
行
政
・
制
度
に
関
す
る
解
説
本
や
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
デ
ー
タ
が
詰
ま
っ
た
博
士

論
文
本
は
出
版
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
優
れ
た
実
践
記
録
や
そ
の
分
析
を
内
容
と
す
る
著
作
が
持
続
的
に
生
み
出
さ
れ
る
か
、
い

さ
さ
か
心
配
で
あ
る
。
評
者
は
こ
の
先
も
書
評
作
業
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
よ
う
な
読
み
応
え

の
あ
る
書
籍
が
引
き
続
き
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

本
書
で
取
り
上
げ
た
14
編
の
書
評
は
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
研
究
促
進
機
構
の
機
関
誌
『
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
⚑
号
（
⚒
⚐
⚐
⚗
年
11
月
発
行
）
か
ら
第
14
号
（
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚓
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
書
評
に
つ
い
て
、
何
人
か
の
著
者
の
方
か
ら
た
い
へ
ん
丁
寧
な
リ
プ
ラ
イ
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
ご
厚
意
の
お
礼
と
し

た
い
。

本
書
本
文
中
、
書
評
対
象
本
の
著
者
の
肩
書
は
著
書
発
行
当
時
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
著
者
の
肩
書
が
変
わ
っ

た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
評
者
が
知
る
限
り
で
あ
る
が
、
本
書
発
行
時
で
の
肩
書
・
お
立
場
を
記
し
て
お
き
た
い
（
敬
称
略
、
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本
書
掲
載
順
）。

松
岡
廣
路
：
神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
教
授

藤
岡
英
雄
：
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
主
任
研
究
員
、
元
徳
島
大
学
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
長
、
元
東
洋
大
学
教
授

佐
藤
卓
巳
：
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授

井
上
義
和
：
帝
京
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

住
岡
英
毅
：
滋
賀
大
学
名
誉
教
授

梅
田

修
：
滋
賀
大
学
名
誉
教
授

神
部
純
一
：
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授

山
梨
あ
や
：
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

堀

薫
夫
：
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

丸
山
泰
明
：
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
准
教
授

鶴
見
太
郎
：
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

越
川

求
：
元
公
立
小
学
校
校
長
、
元
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
准
教
授

加
藤
幸
治
：
武
蔵
野
美
術
大
学
教
養
文
化
・
学
芸
員
課
程
教
授

福
間
良
明
：
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授

金
山
喜
昭
：
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授

久
井
英
輔
：
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授

山
本
珠
美
：
青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
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本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
従
来
の
「
書
評
」
の
作
法
に
よ
ら
な
い
長
い
要
約
を
付
す
な
ど
の
評
者
の
わ
が
ま
ま
な
要
望
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
研
究
促
進
機
構
編
集
委
員
長
（
現
・
理
事
長
）
の
鈴
木
眞
理
先
生
（
青
山
学
院
大

学
教
授
）、
ま
た
、
本
書
刊
行
を
こ
こ
ろ
よ
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
株
式
会
社
樹
村
房
の
大
塚
栄
一
社
長
に
は
と
り
わ
け

お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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